
幾何学II演習 ＃３

• Exercise１：以下に示した 集合X上の関係は 反射律、対称律、推
移律を満たすか、調べよ。

1. X = Nとする。X 3 x, yに対して xと yが互いに素のとき
x ∼ yと定める。

2. Xを２次正方行列全体の集合とする。X 3 A,Bに対して AB−
BA = 0のとき、A ∼ Bと定める。

3. X = β(N)とする。X 3 A,Bに対して (A − B) ∪ (B − A)が
有限集合のとき、A ∼ Bと定める。

4. X = N× Nとする。X 3 (a, b), (c, d)に対して ad− bc = 0の
とき、(a, b) ∼ (c, d)と定める。

• Exercise２：以下に与えられた集合の間の全単射を１つ作れ。

1. Nと N− {1}
2. Nとすべての正の偶数の集合

3. Nと Z

4. Nと N2

• Exercise３：つぎの関係は同値関係であることを確認し、商集合を
調べよ。

1. 正６角柱のすべての頂点の集合をXとする。２頂点 xと yに
対し、xから yまで 偶数本の辺上をたどって、進むことができ
るとき、x ∼ yと定める。

2. X = {0, 1, 2, 3, 4, 5, 6} とする。X 3 x, yに対し、「2ixを 7で
割った余りが y」となる iがあるとき x ∼ yとする。

• Exercise４集合 X、Y を X = {1, 2, 3}、Y = {1, 2, 3, 4, 5}とし、
i : X → Y を包含写像とする。このとき i∗ : β(Y ) → β(X)を
A ∈ β(Y )に対して i−1(A) ∈ β(X)を対応させる写像とする。i∗は
全射か、単射か、調べよ。

• Exercise５集合X、Y を X = {1, 2, 3, 4, 5, 6}、Y = {1, 2, 3}とし、
p : X → Y を

p(k) =





1 k = 1, 2

2 k = 3, 4

3 k = 5, 6

とする。また i∗ : β(Y ) → β(X)を A ∈ β(Y )に対して i−1(A) ∈
β(X)を対応させる写像とする。i∗は全射か、単射か、調べよ。
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